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お得な年間パスポート 

公式 X(旧 Twitter)や

HP では、園内の開花

状況や見どころ、催事

情報などを、随時ご難

内中！ 

 

 

か
わ
ら
版 

小
石
川
後
楽
園 

 
ＨＰ「公園へ行こう！」 

 

第１８４号 

雨の季節も心ワクワク躍らせて 

 

９庭園インスタグラム 

●小石川後楽園用● 

一般:1,200 円 

６５歳以上:６００円 

●都立９庭園用 

一般:4,000 円 

65 歳以上:2,000 円 

Ｘ（旧 Twitter）@korakuenGarden 

 

 季節が移ろい、園内では、キキョウ(桔梗)や、ツユ

クサ(露草)など、涼し気な青系統の花をご覧いただけ

るころになりました。 

 素敵な傘、レインシューズにレインコート、お気に

入りを見つけて、雨の日のお出掛けもお楽しみくださ

い。雨上がりには、たっぷりと水分を含んでみずみず

しく発色するコケ(苔)、普段は乾燥気味で、少し薄め

の石たちの模様や色も、美しく浮かび上がります。き

っと、いつもと違うたくさんの発見をしていただける

のでは・・・と思います。 

《昨年６月上旬・円月橋周辺》 

田植えをしたよ！ 
 園内に広がるのどかな田園風景。その主役ともいえ

る田んぼでは、今年も文京区立柳町小学校の５年生に

よる田植え体験が行われました。 

 青空の下、庭師たちのレクチャーを受けながら、苗

を植える子どもさんたち。この体験も、いつか役立つ

ことを願います。 

 また、実りの季節を迎える秋には案山子(かかし)作り

や、稲刈り体験も行われます。 

 植えたばかりの小さな苗がグングン成長し、収穫さ

れるまでの過程も、どうぞお楽しみに！ 

 年間パスポート活用術 
 当園は、国から特別史跡・特別名勝に指定された

文化財庭園として、多くのみなさまに親しまれていま

す。その一つが、お買い上げの日から一年間有効の

「年間パスポート」。今回は、みなさまがどんなふう

にご利用されているのか、年間パスポートの一日を、

ほんの少しだけご紹介！ 

 朝。西門から東門へ。東門から西門へ。何かとせわ

しない時間帯ですが、毎朝、園内をゆったりと散策し

ながら駅へ、職場へと向かわれる贅沢な時間。年間パ

スポートは、一駅分の定期券に早変わり。 

 朝食の後のウォーキング。四季を感じながら、今日

も８千歩に挑戦！疲れたらベンチでひと休み。 

 涵徳亭の貸室で、月に一度の俳句会。毎月様子を変

える園内での吟行。素敵な俳句を作るための相棒とし

て、年間パスポートは欠かせない存在。 

 昼。職場の緊張感から解放される空間。庭園を眺め

つつ、ベンチでお弁当を味わう至福のひと時。ランチ

の後のコーヒータイム。景色にも、仲の良い同僚との

おしゃべりにも癒される。「午後も頑張るね！」小さ

なガッツポーズと笑顔で戻って行く。お昼休みは、年

間パスポートを使った充電タイム。 

 昼下がり。お昼ご飯で満たされた後の散歩コース。

「お買い物して帰って、また、お昼寝よ」 

 夕方。お仕事終わり、「今日は早く帰れたから、ち

ょっと寄り道！」お買い物途中、「緑がとってもきれ

いだから、なんとなく回り道・・・」 

 世界中からもお客さまがお越し下さる当園。その空

間を、開園時間内なら、好きなタイミングで、ご提示

いただくだけ、一年間お得にご利用いただける年間パ

スポート。当園のみでお使いいただけるタイプと、都

立９庭園すべてでお使いいただける二つのタイプをご

用意しています。 

※顔写真をお貼りの上、ご使用ください。 

 『避暑散歩』のススメ① 
 この夏も暑くなるような予報も出されていますが、

園内は、木陰や水辺など、他より涼しく感じていただけ

る場所がたくさんあります。『避暑散歩』で、自然の風

を感じてみませんか？ 

 そこで今回は、「白糸の滝」をご案内します。 

 大泉水の北側にあるこの滝は、水戸徳川家６代藩主・

治保(はるもり)の時代に造られたと伝わります。水の流

れ落ちる様子が、千条の糸を垂れているように見えるこ

とから、この名がついたといわれています。 

 庭師たちが、２週間に１度の割合で清掃作業を行って

いるため、低い石が並ぶ沢渡(さわたり)からは、水の底

の小さな砂までもご覧いただけます。 

 ここは、体感だけではなく、視覚からも聴覚からも

“涼”を感じていただける場所。ぜひ、足を止めてお楽

しみください。(雨上がりなど、足元の石が滑りやすく

なりますので、充分にお気をつけください) 

 


